
上
田
上
田
い
さ
む
財
務
副
大
臣

む
財
務
副
大
臣
が
国
会
論
戦

国
会
論
戦
の
表
舞
台

表
舞
台
で
活
躍
活
躍
 

上
田
い
さ
む
財
務
副
大
臣
が
国
会
論
戦
の
表
舞
台
で
活
躍
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参
院
決
算
委
員
会
で
政
府
答
弁
を
担
当
 

参
院
決
算
委
員
会
で
政
府
答
弁
を
担
当
 

歳
出
削
減
で
 

　
財
政
を
効
率
化
 

上
田
副
大
臣
、地
方
公
聴
会
で
決
意
 

 歳
出
削
減
で
 

　
財
政
を
効
率
化
 

上
田
副
大
臣
、地
方
公
聴
会
で
決
意
 

 

　
上
田
い
さ
む
衆
院
議
員（
神
奈
川
6
区
＝
保
土

ヶ
谷
区
・
旭
区
＝
選
出
）は
、財
務
副
大
臣
と
し
て

国
会
の
表
舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

衆
参
両
院
の
予
算
委
員
会
、財
政
金
融
委
員
会
な

ど
２７
の
委
員
会
で
97
回
の
答
弁
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
　
 

　
今
国
会
で
は
参
院
決
算
委
員
会
を
担
当
。
社
会

保
険
庁
と
業
者
と
の
ゆ
着
に
よ
る
不
適
切
な
会
計

処
理
、厚
生
労
働
省
と
同
省
幹
部
が
天
下
っ
て
い

る
業
者
と
の
間
の
契
約
問
題
な
ど
に
対
し
、そ
の

根
絶
に
対
す
る
見
解
を
、政
府
を
代
表
し
て
答
弁

し
ま
し
た
。
 

　
同
委
員
会
で
は
6
月
7
日
に
小
泉
首
相
ら
主
要

閣
僚
が
出
席
し
、平
成
16
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、委
員
会
を
担
当

し
た
上
田
財
務
副
大
臣
は
「
予
算
の
執
行
を
精
査

し
て
、ム
ダ
を
省
き
、国
民
本
位
の
財
政
に
し
て
い

く
た
め
に
も
決
算
審
議
は
重
要
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
 

　
国
民
の
声
を
今
後
の
財
政
再
建
・
運
用
に
反
映

さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
財
政
制
度
審

議
会
の
第
2
回
地
方
公
聴
会
が
5
月
２５
日
に
石
川

県
金
沢
市
内
で
開
催
さ
れ
、上
田
い
さ
む
財
務
副

大
臣
は
、財
務
省
の
藤
井
主
計
局
長
、審
議
会
の
水

口
委
員
（
中
小
企
業
金
融
公
庫
総
裁
）ら
と
と
も

に
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
公
聴
会
を
締
め
く
く
っ
た
上
田
財
務
副
大
臣
は
、

「
財
政
健
全
化
へ
ム
ダ
な
歳
出
を
可
能
な
限
り
抑

制
し
、効
率
化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
 

世
界
の
拠
点
と
し
て

世
界
の
拠
点
と
し
て
 

さ
ら
に
発
展
を

さ
ら
に
発
展
を
 

上
田
氏

上
田
氏
、横
浜
港

横
浜
港
の
物
流
施
設

物
流
施
設
を
視
察
視
察
 

世
界
の
拠
点
と
し
て
 

さ
ら
に
発
展
を
 

上
田
氏
、横
浜
港
の
物
流
施
設
を
視
察
 

　
上
田
い
さ
む
衆
院
議
員
は
、６
月
２０
日
、公
明

党
の
国
会
議
員
と
と
も
に
、ス
ー
パ
ー
中
枢
港

で
あ
る
横
浜
港
の
物
流
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
上
田
議
員
ら
は
、大
型
コ
ン
テ
ナ
が
直
接
倉

庫
に
乗
り
入
れ
ら
れ
る
大
黒
ふ
頭
の
物
流
セ
ン

タ
ー
、超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
に
対
応
し
た
世
界

最
大
級
の
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
な
ど
横
浜
港
の

物
流
施
設
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き

ま
し
た
。 

　
視
察
を
終
え
た
上
田
議
員
は「
物
流
界
の
競

争
が
激
し
い
が
、物
流
革
命
を
推
進
し
て
今
後

と
も
横
浜
港
が

世
界
の
物
流
の

拠
点
と
し
て
発

展
し
て
い
く
よ

う
最
善
の
努
力

を
し
て
い
く
」と

述
べ
ま
し
た
。 

ム
ダ
を
は
ぶ
き
、国
民
本
位

国
民
本
位
の
財
政
を

財
政
を
 

ム
ダ
を
は
ぶ
き
、国
民
本
位

国
民
本
位
の
財
政
を

財
政
を
 

ム
ダ
を
は
ぶ
き
、国
民
本
位

国
民
本
位
の
財
政
を

財
政
を
 

ム
ダ
を
は
ぶ
き
、国
民
本
位
の
財
政
を
 

政府を代表して答弁に立つ上田財務副大臣 

公
明
党
の
提
案
で
 

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

 
 
 
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

 
 
 
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

 
 
 
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

工
事
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

 
 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

工
事
現
場
も
 

 
 こ
れ
で
安
心
 

全国初 

7月スター
ト 

　
横
浜
市
は
こ
の
ほ
ど
工
事

現
場
で
の
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、「
工
事
中
の

歩
行
者
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
全
国
に
先
駆
け
て
策
定
し

ま
し
た
。
 

    　
公
明
党
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
障
害
を
も
つ
方
な
ど
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
の
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
強
力
に
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
工
事
現
場
で
は
、
通
路
は

あ
っ
て
も
通
行
困
難
な

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
工
事
現

場
で
も
、段
差
等
を
な
く

す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

配
慮
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
を
提
案
し
、

要
求
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
年
7
月
1
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

仁田まさとし市議も実施に向け努力 

国民健康保険証が１人1枚に ！ ！ 国民健康保険証が１人1枚に ！ ！ 国民健康保険証が１人1枚に ！ ！ 

　
現
在
、
原
則
と
し
て
世
帯

に
一
枚
交
付
さ
れ
て
い
る
横

浜
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
が
、
被
保
険
者
す
べ

て
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず

つ
発
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
一
斉
更
新
時
期
に
合
わ
せ
9

月
中
に
各
世
帯
に
届
き
ま
す
。 

　
仁
田
ま
さ
と
し
市
議
は
、

国
の
法
改
正
に
と
も
な
い
、

横
浜
市
で
の
早
期
実
施
を
主

張
し
て
き
ま
し
た
。
 

公明の連立参加で実現 

〔浜四津党代表代行の講演から：H13.3.4付公明新聞〕 

　皆さまの家庭に健康保険証が１枚ずつあると思い

ますが、単身赴任や進学などで家族が別々に暮らし

ている家庭では、１枚では不便を強いられています。

公明党は野党時代から、「１人１枚ずつにすべきだ」

と言ってきました。と言ってきました。 

　しかし、担当の官僚からは「それはできません。

そういう制度になっています」という答えでした。

それはおかしい。まず制度があって、国民がそれに

合わせるというのでは逆ではないか。与党となって

これも変えるべきだと改めて主張しました。すると

今度は官僚の側から「是非、やりましょう」という

ことになり、保険証は順次、１人１枚のカード方式

へ切り替えが始まることになりました。へ切り替えが始まることになりました。 

【保険証のイメージ図】 

イメージ 

国民健康保険 
被保険者証  有効期限　　平成　　年　　月　　日 

記号　 4 0　 番号 

□□□□□□ 資格取得年月日 平成　　年　　月　　日 

氏名 

生年月日　昭和　　年　　月　　日 性別 

住所 

世帯主氏名 

交付年月日　平成　　年　　月　　日 

保険者番号　○     ○     ○     ○     ○     ○     ○     ○ 

□□□□区役所　　0 4 5 -　○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ 

保険者名 

横浜市 
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公明党の推進で防災対策が充実してきました。 
帰宅困難者 帰宅困難者 地震に強い住まいに 地震に強い住まいに 

安全・安心の街・ヨコハマへ 安全・安心の街・ヨコハマへ 

避難所の備えを充実 避難所の備えを充実 避難所の備えを充実 災害被害への融資 災害被害への融資 
○
デ
ジ
タ
ル
移
動
無
線

を
整
備
し
ま
す 

　
災
害
時
の
通
信
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
区
役
所
と
小
・

中
学
校
な
ど
の
地
域
防
災
拠

点
等
と
の
間
に
、
電
話
と
同

じ
よ
う
に
通
話
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
移
動
無
線
設
備
を
平
成

20
年
度
ま
で
に
整
備
し
ま
す
。 

○
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
ま
す 

　
家
族
な
ど
の
安
否
情
報
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
内
外

か
ら
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
平
成
17
年
度
に
整
備
し
ま

す
。 

○
生
活
用
品
、
救
助
用

品
な
ど
を
備
蓄 

　
地
域
防
災
拠
点
（
市
内

4 
5 
5
箇
所
の
小
・
中
学
校
）
の
防
災
備
蓄
庫
に
、食
料
・
水
・
炊
飯

器
・
お
む
つ
、
救
助
用
品
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。 

○
災
害
時
の
ト
イ
レ
を
確
保 

　
地
域
防
災
拠
点
に
仮
設
ト
イ
レ
と
簡
易
式
ト
イ
レ
パ
ッ
ク
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
仮
設
レ
ン
タ
ル
ト
イ
レ
（
約
1
万
基
）
の
協
力

協
定
を
業
者
と
結
ん
で
い
ま
す
。 

　
震
災
で
自
宅
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
帰
宅
困
難
者
に
は
、
一
時
避
難
場

所
（
横
浜
公
園
、
沢
渡
中
央
公
園
、
岡
野
公
園
、
み
な
と
み
ら
い
21
地

区
）や
一
時
宿
泊
場
所
（
横
浜
国
際
平
和
会
議
場
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
）
を

提
供
し
、
食
料
や
水
等
も
供
給

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
徒
歩
帰
宅
者
に
は
、 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド（
3 
9 
6
ヶ
所
）

で
災
害
情
報
や
飲
料
水
、ト
イ
レ

が
提
供
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
で
安
心
。無
料
で 

耐
震
診
断
を
実
施
。さ
ら
に 

耐
震
改
修
費
用
も
高
額
補
助
し
ま
す 

宿
泊
場
所
、食
料
・
水
を
提
供
し
ま
す 

がけ崩れを防ぐ工事に助成 
○がけ崩れ警戒区域改善工事助成金 

　高さが5ｍ以上のがけの工事に、工事費の1／3以内

で限度額300万円を助成します。 

○応急仮設工事 

　二次災害の起きる恐れのある高さ5ｍ以上の個人が所

有するがけに対し、1年以内に復旧工事を行うことを条

件に、板柵工事等を横浜市が行います。 

○がけ崩れ復旧工事助成金 

　二次災害の起きる恐れのあるがけの工事に、工事費

の1／3以内で助成します。（高さ2ｍ超～5ｍ未満：限度

額200万円、高さ5ｍ以上：限度額300万円） 

【お問い合わせ】まちづくり調整局 宅地調整課 

　　　　　　　　　　　　  電話（671）2948 

 

 

 

 

 

●小・中学校で応急医療を実施 

　医薬品や医療器具を

備蓄している市内145ヶ

所の小・中学校に医療

救護隊を派遣し、応急

医療を行います。 

●慢性疾患患者へ

　医療情報を提供 

　医療施設の被災により受診が困難になった慢性疾患

患者に対し、緊急医療の実施と診療可能な医療機関

などの情報提供を行います。 

●要援護者の避難場所を確保 

　寝たきりや認知症の高齢者、障害者、自閉症の方な

どの特別避難場所（307ヶ所）として、地域の社会福祉

施設（地域ケアプラザなど）に食料などの備蓄を進め

ています。 

災害時の医療対応 

＊下のステッカーが目印 

○
浸
水
家
屋
・
車

へ
の
融
資
に
利
息

を
補
助
し
ま
す 

　
床
上
浸
水
の
被
害
を

受
け
た
住
宅
や
冠
水
被

害
を
受
け
た
自
家
用
自

動
車
を
対
象
に
、
復
旧

資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ

ん
し
、
利
息
の
一
部
を

給
付
し
ま
す
。 

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
市
民
局
　
総
務
課 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    
電
話
（
６
７
１
）
２
３
１
４ 

○
住
宅
金
融
公
庫
も
融
資
し
ま
す 

　
被
災
者
が
、
住
宅
を
建
設
、
購
入
、
補
修
さ
れ
る
場
合
に
災
害
復

興
住
宅
資
金
を
融
資
し
ま
す
。 

　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
住
宅
金
融
公
庫
住
情
報
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

電
話 

０
３
（
５
８
０
０
）
８
０
０
１ 

○
被
災
中
小
企
業
へ
融
資
し
ま
す 

　
風
水
害
等
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
中
小
企
業
は
、
横
浜
市
中
小
企
業

金
融
制
度
の
経
営
安
定
資
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
経
済
局
　
経
営
金
融
課 

　
　
　
　 

　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

電
話
（
６
７
１
）
２
５
９
２ 

建物の密集する市中心部 

○ 

木
造
個
人
住
宅
の
場
合 

　
昭
和
56
年
5
月
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無

料
で
行
い
ま
す
。
「
倒
壊
の
危
険
あ
り
」
と
判
定
さ
れ
、
耐
震
改
修
工
事

を
行
う
際
に
は
補
助
（
限
度
額
4 
5 
0
万
円
）
や
無
利
子
で
の
融
資
制
度

（
上
限
4 
0 
0
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。 

○ 

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合 

　
昭
和
56
年
5
月
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
予
備
診

断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。 

　
予
備
診
断
の
結
果
、
本
診
断
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
診
断
費
用

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
本
診
断
の
結
果
、「
耐
震
改
修
が
必
要
」と
判
定
さ
れ

た
場
合
、耐
震
改
修
工
事
費
の
約
13
・
2
％（
4 
万 
7 
千 
3 
0 
0
円
／
㎡
・

免
震
工
法
は
10
万
円
／
㎡
限
度
）
の
補
助
や
融
資
制
度
（
1
戸
当

た
り
1 
0 
0
万
円
で
5
千
万
円
限
度
）が
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
ま
ち
づ
く
り
調
整
局
　
住
宅
計
画
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

電
話
（
６
７
１
）
２
９
４
３ 

○ 

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
に
も
融
資
制
度
（
上
限
80
万

円
・
無
利
子
）が
あ
り
ま
す 

　
　
　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
ま
ち
づ
く
り
調
整
局
　
建
築
調
整
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

電
話
（
６
７
１
）
２
９
３
１ 


